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特　集  地域生活のささえをささえる宇陀けあネット

宇陀けあネットってどんなもの

こんなことで困っていませんか？

宇陀けあネットがあると！！

地域生活のささえを？

多
職
種
間
で

顔
の
見
え
る
関
係
に

宇
陀
け
あ
ネ
ッ
ト
を
利
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
医
療
と
介
護

の
関
係
者
が
、
必
要
な
時
に
必

要
な
情
報
を
即
座
に
閲
覧
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
宇
陀
け
あ
ネ
ッ

ト
に
加
入
し
て
い
る
病
院
、
診

療
所
、
薬
局
等
の
医
療
機
関
と

介
護
事
業
所
で
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
住
民

の
方
が
説
明
で
き
な
い
場
合
や
、

救
急
で
運
ば
れ
て
意
思
が
確
認

で
き
な
い
患
者
さ
ん
で
も
、
今

ま
で
の
病
状
、
検
査
結
果
、
飲

ん
で
い
る
薬
等
の
治
療
経
過
や

治
療
結
果
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
状
況
な
ど
を
正
確
に
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
事
業
所
間
で
24
時
間
、

質
問
や
そ
れ
に
対
す
る
回
答
を

行
う
こ
と
が
可
能
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て

も
利
用
で
き
、
多
職
種
間
の
距

離
が
縮
ま
り
、
顔
の
見
え
る
関

係
で
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
が

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
方
の
生
活
を
守
る

▼
導
入
の
目
的
は
何
で
す
か
？

　

宇
陀
地
域
は
、
限
ら
れ
た
医
療
介
護

資
源
の
な
か
、
そ
こ
に
従
事
す
る
方
々

で
、
地
域
の
医
療
と
介
護
を
ど
の
よ
う

に
推
進
し
て
い
く
か
を
日
々
検
討
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
が
、
宇
陀
地
域
で
の
更

な
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の

推
進
で
す
。
宇
陀
け
あ
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
て
、
医
療
介

護
従
事
者
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
ど
ん
ど

ん
大
き
く
し

て
い
く
こ
と

に
よ
り
、
医
療

介
護
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を

図
り
、
こ
の
地

域
の
生
活
支

援
の
基
礎
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ

と
で
、
そ
こ
で
暮
ら
し
続
け
た
い
人
々

の
生
活
を
守
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

▼
住
民
の
皆
さ
ん
が
で
き
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
効
に
活
用
す

る
た
め
に
は
、
多
く
の
情
報
が
必
要

で
す
。
宇
陀
地
域
で
は
、
ほ
と
ん
ど

の
医
療
施
設
（
診
療
所
・
病
院
）、
看

護
関
係
（
訪
問
看
護
）、
薬
局
、
介
護

施
設
お
よ
び
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
し
て
い
ま

す
。

　

あ
と
は
、
多
く
の
住
民
の
方
々
が
、

参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

地
域
の
医
療
介
護
の
連
携
が
よ
り
深

ま
り
、
皆
さ
ん
へ
よ
り
良
い
医
療
・

看
護
・
介
護
・
福
祉
の
提
供
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

　
「
宇
陀
け
あ
ネ
ッ
ト
」
を
も
っ
と

知
っ
て
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

ささえる
・住み慣れた地域で健康に暮らしたい。

でも病気や介護が不安・・

・新しい先生に今までの治療や検査結果
を伝えられない・・

・救急で運ばれたときに持病が説明でき
ない・・

・服用している薬のことを違う先生やケ
アマネジャーに説明できない・・

・災害で自分のカルテがなくなってしま
わないか心配・・

・災害時、避難先の病院でも同じ治療を
受けたい・・

・自身で説明できなくても、病状や治療が正確
に分かる

・「重複した薬」や「飲み合わせ」、「薬の量」が
すぐに分かる

・介護施設では、利用者のかかりつけ医や
健康状態がすぐに分かる

宇陀けあネット
地
域
の
方
の
生
活
を
さ
さ
え
る
た

め
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
。
こ
の
つ
な
が
り
を
よ
り
強
く
す
る

た
め
導
入
さ
れ
た
宇
陀
け
あ
ネ
ッ
ト
。

現
在
そ
の
活
用
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

運
営
協
議
会
代
表
理
事

加
藤
久
和
先
生
（
加
藤
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

に
聴
く

奈
良
県
の
医
療
・
介
護
連
携

Ｉ
Ｃ
Ｔ
モ
デ
ル
地
区
と
し
て

▼
宇
陀
け
あ
ネ
ッ
ト
導
入
の
き
っ
か

け
は
？

　

平
成
28
年
に
奈
良
県
が
募
集
し
た
、

「
地
域
医
療
・
介
護
連
携
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入

推
進
事
業
試
行
モ
デ
ル
地
区
」
か
ら

は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
宇
陀
市
は
そ

の
モ
デ
ル
地
区
と
な
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
導
入
に
向
け
て
、
地
域
で
従
事
す

る
医
療
介
護
者
、
３
０
０
人
を
超
え

る
方
々
の
参
加
に
よ
る
検
討
会
議
で
、

こ
の
仕
組
み
を
考
え
て
き
ま
し
た
。

▼
宇
陀
け
あ
ネ
ッ
ト
と
は
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

　

皆
さ
ん
に
医
療
や
看
護
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
に
あ
た
り
、
医
療

介
護
者
の
中
で
、
お
互
い
の
持
つ
情

報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、

迅
速
、
確
実
か
つ
安
全
に
、
共
有
す

る
た
め
の
仕
組
み
の
一
部
で
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
医
療
介
護
者
が
よ
り
連

携
し
て
、
包
括
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
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特　集  地域生活のささえをささえる宇陀けあネット

地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
と
は
、
高
齢

に
な
っ
て
生
活
に
変
化
が

あ
っ
て
も
、
切
れ
目
な
く
必

要
な
支
援
を
受
け
な
が
ら
、

地
域
の
中
で
自
分
ら
し
い

生
活
が
で
き
る
よ
う
医
療
、

介
護
、
予
防
、
生
活
支
援
が

適
切
に
提
供
さ
れ
る
た
め

に
整
え
ら
れ
た
体
制
で
す
。

　
医
療
、
介
護
、
福
祉
の
強

い
連
携
や
地
域
住
民
の
協

力
に
よ
っ
て
、
住
民
が
人
生

の
最
後
ま
で
尊
厳
あ
る
生

活
を
続
け
ら
れ
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
宇
陀
地
域
に
お
い

て
も
、
す
べ
て
の
方
々
を
、

で
き
る
だ
け
こ
の
地
域
に

存
在
す
る
医
療
、
看
護
、
介

護
、
福
祉
な
ど
が
対
応
し

て
、
ど
う
い
う
身
体
状
態
で

あ
っ
て
も
、
最
期
ま
で
こ
の

地
域
で
、
生
活
す
る
こ
と
を

支
え
て
い
く
た
め
に
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

病 院

宇陀市立病院

くすのき薬局

患者さんのお薬の情報が良くわかり、服薬
指導や急な時の対応、禁忌薬の注意などが
できる情報システムだと思います。

薬 局

福井療院

コロナ渦で、密になることを避けなけれ
ばならない中、ＩＣＴの活用で、多職種
の方々と情報交換できることになり、密
になることなく、診療連携が可能になり
ました。

診 療 所

宇陀訪問看護ステーション

訪 問 看 護

榛見が丘歯科クリニック

歯 科 診 療 所

大宇陀ラガール

利用者の状況がよくわかり、また、その
利用者の関係する方々とのコミュニケー
ションがとれるため、顔の見える関係が深
まりました。

訪 問 介 護

四つ葉のクローバー

デ イ サ ー ビ ス
特別養護老人ホーム　室生園

介 護 施 設

A g i n g  i n  p l a c e （ エ イ ジ ン グ ・ イ ン ・ プ レ イ ス ）
住み慣れた地域で、その人らしく、最後まで快適に暮らす

市民の方が、多様な支援を利用して、生まれ育った地
域で生活を継続できるように進められている地域包括
ケアシステム。
これをスムーズに進めていくために、宇陀けあネット
が大きな役割を果たします。

地域包括ケアシステムと宇陀けあネット 地 域 の 方 の 生 活 を さ さ え る 仕 組 み

病院以外での患者さんの情報を参考にするこ
とにより、地域の医師の方々との医療連携が
スムーズにできるようになりました。

訪問看護中にも、医師からの指示や、患者さ
んに関わっている医療介護の方々の意見が確
認できるので便利になりました。患者さんに
関われる時間が増やすことができます。

入所者の安心安全な生活のため、健康状態が変
化した時など、施設外の医療介護従事者の方々
と連携して、サービスを提供する時には、大き
な役割を果たしていると実感しています。

訪問診療時には、多職種の方々との情報連携
が必要になります。宇陀けあネットの情報を、
他職種で共有することで患者さんの健康推進
につながっていくことが期待できます。

利用者の状況を事前に確認できること、ま
た、医療関係の方へ状態を伝えることが便
利になり、利用者の方により良いサービス
ができるようになりました。
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特　集  地域生活のささえをささえる宇陀けあネット

参加者5 , 900 人

参加は無料参加医療機関（病院・医療診療所のみ掲載）
大宇陀地域

久保医院
菟田野地域

辻村病院
榛原地域

宇陀市立病院
加藤クリニック 城井内科医院
谷口内科医院 吉井整形外科医院
熊田内科クリニック たかしま耳鼻咽喉科

室生地域
福井療院 国保田口診療所
国保東里診療所

曽爾村・御杖村
曽爾村国保診療所 御杖村国保診療所

桜井市
済生会中和病院
その他の施設は宇陀けあネットホームページでご確認ください

Ｕ
Ｄ
Ａ
ワ
ン
チ
ー
ム

医
療
介
護
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー

　
当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
相
談
窓
口
と
し
て
「
個

別
の
相
談
支
援
」、「
医
療
と
介
護
の
連
携

体
制
の
推
進
」
等
の
業
務
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

｢

宇
陀
け
あ
ネ
ッ
ト
」
は
、
医
療
や
介
護

職
種
と
綿
密
な
連
絡
が
可
能
な
の
で
、
緊
急

性
の
高
い
場
合
も
効
果
的
に
連
携
体
制
が
取

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
担
当
す

る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
の
引
継
ぎ
時
に
も
、

重
要
な
情
報
の
伝
達
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
で
必
要
な
情
報

を
効
果
的
に
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
、
医
療

や
介
護
の
連
携
が
図
ら
れ
る
の
で
、
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
で
、
療
養

者
の
充
実
し
た
生
活
に
貢
献
で
き
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
Ｕ
Ｄ
Ａ
ワ
ン
チ
ー
ム
と

な
っ
て
、
在
宅
療
養
者
を
支
援
し
て
い
く
体

制
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

宇陀けあネットは地域の方の生活を支えるための情報の宝箱です。宝
箱に入っている宝物は地域の方々の情報です。ひとりでも多くの方

の参加をお願いします。

同意書は医療機関、
介護施設等の参加事
業所、宇陀けあネッ
ト事務局、健康増進
課にあります。

事務局（市立病院内）でも受け付けています

同意書にサインして事業所に提出
するだけで参加できます。

参加をお待ちしています

退
院
支
援
の
充
実

市
立
病
院
地
域
連
携
課

　
当
院
で
は
、
入
院
患
者
が
、
安
心
し
て

退
院
で
き
る
よ
う
、
退
院
時
支
援
の
充
実

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
場
合
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

と
連
携
し
て
、
退
院
後
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
準
備
し
て
お
く
こ
と
で
、
本
人
も
家
族

も
安
心
し
て
退
院
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
宇
陀
け
あ
ネ
ッ
ト
」
で
関
係
者
が
意
見
交

換
す
る
事
で
そ
の
人
の
生
活
環
境
に
合
わ

せ
た
支
援
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
退
院
前
に
、

リ
ハ
ビ
リ
担
当
の
理
学
療
法
士
が
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
住
宅
改
修
事
業
者
と
訪
問

し
、
手
す
り
の
設
置
場
所
や
方
法
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
介
護
家
族
支
援
短
期
（
レ
ス
パ

イ
ト
）
入
院
」
に
お
い
て
も
、
地
域
の
医

師
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
情
報
交
換
す
る

ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。
今
後
地

域
の
医
療
の
質
と
健
康
度
を
高
め
て
い
く

た
め
に
、
関
係
者
と
宇
陀
け
あ
ネ
ッ
ト
を

さ
ら
に
活
用
し
、
効
果
的
な
連
携
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に

室
生
園
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　

宇
陀
け
あ
ネ
ッ
ト
の
パ
ソ
コ
ン
が
設
置
さ

れ
た
当
初
は
、
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
く

の
か
わ
か
ら
ず
、
戸
惑
っ
て
い
ま
し
た
。
い

ざ
使
っ
て
み
る
と
、
利
用
者
の
状
況
が
把
握

で
き
、
担
当
医
と
の
連
絡
も
可
能
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
特
に
利
用
者
に
つ
い

て
医
師
と
相
談
す
る
場
合
、
先
生
方
は
大
変

忙
し
く
、
連
絡
を
取
り
あ
う
の
が
困
難
で
し

た
。
導
入
後
は
、
診
療
業
務
等
に
迷
惑
を
か

け
る
こ
と
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
連
携
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
関
係
す
る
多
職
種
の

方
と
の
、
包
括
連
携
が
よ
り
深
ま
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

宇
陀
け
あ
ネ
ッ
ト
で
は
、
登
録
し
て
い
る

方
の
医
療
情
報
の
一
部(

受
診
日
、
処
方
薬

内
容
、
検
査
結
果
等)

を
関
係
職
種
が
参
照

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
体
調
に
合
わ
せ
て

処
方
さ
れ
る
薬
の
変
化
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
把

握
で
き
る
の
で
、
服
薬
を
支
援
す
る
場
面
で

参
考
に
な
り
ま
す
。
宇
陀
け
あ
ネ
ッ
ト
を
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り

有
効
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
で
き
る
と
実
感
し

て
い
ま
す
。
　

　利用事業者の声

情報セキュリティ対策は万全です
　国のセキュリティガイドラインに準拠しています
　個人情報は守秘義務で守られます

私たち、家族で参加しました

母（68 歳）と私たち夫婦（夫 42 歳、妻
38 歳）、3 人の子どもたち（8 歳、6 歳、4 歳）
の家族全員で参加しました。
子どもが病院を受診するとき安心です。

▼

山科さんファミリー（榛原在住）

お 問 い 合 わ せ
一 般 社 団 法 人 宇 陀 地 域 医 療 ・ 介 護 連 携 ネ ッ ト ワ ー ク 運 営 協 議 会

事 務 局 　 宇 陀 市 榛 原 萩 原 8 1 5 　 宇 陀 市 立 病 院 内
☎ 0 8 0 ・ 9 1 6 6 ・ 8 1 6 3 （ 宇 陀 け あ ネ ッ ト 事 務 局 ）
☎ 8 2 ・ 3 6 9 2 ／ I P ☎ 8 8 ･ 9 0 8 7 （ 健 康 増 進 課 ）

i n f o @ u d a c a r e . n e t

ホ ー ム ペ ー ジ 　 h t t p s : / / u d a c a r e . n e t
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